
お申込み・お問合わせ 共同連 全国事務局

TEL kyodoren@gmail.comMail 

FAX

052-916-5308

052-938-5309

〒462-0825 名古屋市北区大曽根4-7-28

２０１９年１月１２日(土) 13時～16時30分

ソーネホール（ソーネおおぞね内）

〒462-0810 名古屋市北区山田2-11-62 大曽根住宅１棟1階 ℡.052-910-1001

場所

JR中央線 「大曽根」駅 北口

地下鉄名城線 「大曽根」駅 ５番出口
地下鉄名城線 「平安通」駅 ４番出口 各約900ｍ

(開場：12時30分)

【参加費無料】

※交流会：ソーネホール 午後5時～7時 参加費 3,000円

第1部 午後1時～2時45分

大会の目的や概要、今後のスケジュール
などの提案を行い、確認します。

第2部 午後3時～4時30分

実行委員会を構成していく人々、関わって
いくこの地域の人々からの活動の紹介、
意見の表明を行っていきます。

交流会 午後5時～7時

内 容

場所

障害のある人ない人が共に働く全国ネットワーク「共同連」が生まれて35周年の
記念大会になります。
わっぱの会を中心に、その記念大会を2019年9月に愛知・名古屋で開催する実行

委員会をつくります。
この大会は、全国の働く人の協同組合をつくる団体、ホームレス、外国人、ひき

こもりの人、何らかの依存者など、様々な理由で働くことに困難を強いられている
人々が共に働く全国ネットワークを形成するための重要な大会にしたいと考えてい
ます。

趣 旨

アクセス

日時



2019年1月12日(土) 共同連 第36回全国大会実行委員会結成集会＆交流会 参加申込書

団体(個人)名

代表者 担当者

住所

〒

電話 FAX

Mail

参加者内訳 結成集会 人 交流会 人

共同連とは

社会的事業所(社会的協同組合)とは

第３６回 共同連 全国大会 《共同連 結成３５周年 記念大会》 概要案

共同連は、障害のある人もない人も共に生き・共に働く場をつくる運動を軸に、1984年大阪で結成され
ました。「共働」という理念を実現するため、1988年には共同連事業連合(大阪)をつくり、それぞれの地域
でも共に働く場をつくり出してきました。
90年代には、各地での力量の高まりに応じて、障害者の職安への登録をすすめる職安一斉行動やアジ

ア連帯を求めて韓国の障碍友権益問題研究所との交流、各地での差別虐待など人権侵害の障害者雇
用企業の糾弾など多彩な運動を進めていきました。運動が実を結び、2005年滋賀、2006年札幌に「障害
のある人ない人が対等に働く新しい職場」として支援する独自の自治体補助制度が生まれました。
共同連は、2000年代に入ってイタリアの社会的協同同組合と出会ったことから、障害のある人に限らず、
様々な理由で社会的に排除された人々と共に働く社会的事業所づくりをめざすことになりました。

そのため、現在、障害者団体にとどまらず、ホームレス、ひきこもり、ニート、薬物依存などの課題に取
り組む団体との連携を進めています。また、①仕事おこしなどの事業展開、②助成金の獲得・活用の工
夫、③学習・研究活動、④機関紙「れざみ」などの広報活動、⑤韓国やアジア各国との国際交流などの活
動を展開し、あらゆる差別をなくし、共生・共働の社会の実現をめざしています。

社会的事業所(社会的協同組合)とは、共同連が従来提唱してきた障害のある人もない人も共に働く

「共働」から更に一歩進んで、職に就けない若者から高齢者まで、また、薬物やアルコール依存者、刑
余者、ホームレスの人、外国人移住者、生活保護受給者など社会的排除に苦しむ多くの人々をも包摂
し、誰もがそれぞれの力を出し合い、助け合って働く、排除のない「共働」の場です。既に、イアリアをは
じめとする多くの欧州の国々、またお隣の韓国などでは、社会的排除を受ける人々の労働参加を目的
とする施策が確立され、社会的事業所(社会的協同組合)が事業を展開しています。

2019年 曜 日 時 間 日 程 内 容 場 所

9月

13日 金 10:00～20:00 前日祭 演劇まつり ソーネおおぞね

14日 土 9:30～20:00
本大会

研修会、記念講演・シンポジウム、交流 ウィルあいち

15日 日 9:30～20:00 分科会、まとめの全体会 ウィルあいち他

16日 月・祝 9:30～14:00 見学会 いくつかのコース別事業所見学 各事業所

【1月8日（火）締切り】表面記載の事務局宛メール又はFAXでお申込み下さい。


